
＜すい臓がんの例＞ 

      

質の高い総合的な健康診断のわけ・・ 

健康診断は会員制のシステムになっております。 

「あなたの専任メディカルチーム」として、最先端の設備、豊富な知識と

経験を持つ技師、そして専門医による画像の内容の二重チェック、担当医

師から健診日当日のご説明、当日お過ごしいただくお部屋と専任のご案内

スタッフ、さらに、会員様お一人お一人に担当者をつけさせていただき、

健康診断の受診前から受診後の結果説明などをお手伝いさせていだいて

おります。万が一、がんが見つかった場合は母体の共立病院は勿論のこと

他の病院につきましてもご紹介させていただきます。 

会員様ならではの医療セミナーやイベントもございます。 

 

がんの治療 

現在のがんに対する治療方法は、薬を服用する化学療法、がんを切り取る

手術、放射線をあてる治療、そして第 4番目の方法として免疫細胞療法を

挙げることができます。 

最近では「切らずに治す」という放射線治療も進歩してきています。がん

に狙いを定めて照射するガンマナイフやノバリスという治療方法に加え

て、今までよりもエネルギーがより強大で周囲は傷つけずにがんの部分だ

けに照射する「粒子線治療」と呼ばれる方法も注目されています。 

このように治療方法も進化していますが、発見が遅れてしまうと、見つか

ったがんをせっかく取り除いたとしても、わずかに残ったがんの細胞が数

年後に再発するということも十分考えられます。やはりいかに早期に発見

するかというところにかかってきます。 

 

早期発見ができれば完治する可能性が高いのです。そして結果的に身体的、

精神的な負担に加えて経済的な負担も軽減できます。 

どうか納得できる精度の高い内容の健康診断を、少なくとも１年に１度は

受けていただきたいと願っております。 
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